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※本州に生息するクマはツキノワグマのみです。

１・２／クマの足跡　3 ／鋭い爪あと　4 ／木の上で、木の実を食べる時
に作るクマ座（クマ棚）　5 ／樹木を折ったあと　6・7・8 ／糞（ふん）
クマの糞は、食べたものによって、色や形状が違います。

与謝野町内の出没件数

左／収穫しない柿の除去　　中央／イラスト（兵庫県森林動物研究センター HP より）　　右／クマよけ鈴（加悦庁舎２階 農林課にて 945 円で販売しています）
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特集    クマに注意してください

当町では、平成 22 年度にクマによる人身事故が２件発生しており、２件とも近距離で鉢合わせ
したことが原因となっています。クマによる事故に遭わないために、次のことに注意してください。

ツキノワグマの特徴

【体　長】1.1 ～ 1.3 ｍ
【体　重】40 ～ 100 Kg
　胸には白い三日月模様（写真上）があり、木に
登ったり、樹皮を剥いたりできる強力な爪を持ち、
前足、後足には柔らかな肉球があり、脚の形が異
なります。

前足（鋭い爪） 後ろ足

も
し
も
ク
マ
と
出
会
っ

て
し
ま
っ
た
ら

●
ク
マ
を
刺
激
す
る
と
攻
撃
し
て
く
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
ク
マ
が
い
る
こ
と
に
気
が
つ

い
た
と
き
は
、叫
ん
だ
り
、物
を
投
げ
た
り
、

走
っ
た
り
せ
ず
、
落
ち
着
い
て
ク
マ
に
背
を

向
け
ず
に
、
ク
マ
の
動
き
を
見
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
と
後
退
し
て
離
れ
ま
し
ょ
う
。

●
子
グ
マ
に
出
会
っ
た
ら
、
近
く
に
親
グ
マ

が
い
る
こ
と
を
想
定
し
、絶
対
に
近
づ
か
ず
、

す
み
や
か
に
そ
の
場
か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う
。

●
す
ぐ
近
く
で
出
会
っ
た
と
き
は
、
あ
わ
て

た
人
の
急
な
動
作
に
驚
い
て
、
攻
撃
し
て
く

る
こ
と
が
あ
る
の
で
、冷
静
に
、あ
わ
て
ず
、

ク
マ
が
立
ち
去
っ
て
か
ら
そ
の
場
を
離
れ
ま

し
ょ
う
。

●
も
し
襲
わ
れ
た
ら
両
腕
で
顔
や
頭
を
ガ
ー

ド
し
、致
命
的
な
大
け
が
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

ク
マ
に
出
会
わ
な
い
た

め
に

　
ク
マ
に
人
の
存
在
を
知
ら
せ
、
ク
マ
が
活

発
に
行
動
す
る
朝
夕
の
外
出
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
山
に
入
る
と
き
や
、
ク
マ

が
出
没
し
て
い
る
場
所
で
は
、
特
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

①
熊
よ
け
鈴
や
ラ
ジ
オ
等
を
携
帯
す
る
。

②
ク
マ
が
好
ん
で
食
べ
る
柿
、
栗
等
の
果
樹

に
近
づ
く
と
き
に
は
注
意
す
る
。

③
朝
夕
は
ひ
と
り
で
行
動
し
な
い
。 

④
民
家
付
近
で
物
音
が
し
て
も
見
に
行
か
な
い
。

⑤
視
覚
だ
け
で
な
く
音
や
匂
い
に
も
注
意

し
、
周
り
の
様
子
に
絶
え
ず
気
を
配
る
。

ク
マ
を
目
撃
し
た
ら　

ク
マ
は
山
の
食
べ
物
が
不
足
し
た
場
合
、
民

家
付
近
の
農
作
物
・
生
ご
み
等
を
食
べ
る
た
め

に
里
へ
出
没
す
る
事
例
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ク

マ
の
目
撃
や
出
没
し
た
形
跡
情
報
は
、
安
全
対

策
に
活
用
さ
れ
る
重
要
な
情
報
と
な
り
ま
す
の

で
、
目
撃
等
し
た
場
合
は
農
林
課
ま
た
は
各
庁

舎
へ
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

クマが残す形跡

ク
マ
を
呼
び
寄
せ
な
い

た
め
に

　
果
樹
や
農
作
物
、生
ゴ
ミ
を
適
正
管
理
し
、

ク
マ
の
エ
サ
場
を
作
ら
な
い
よ
う
注
意
し
、

人
の
生
活
圏
内
に
近
づ
け
な
い
努
力
を
し
て

く
だ
さ
い
。

①
家
の
周
り
に
ペ
ッ
ト
の
エ
サ
や
、
生
ご
み

を
放
置
し
な
い
。

②
農
地
に
、野
菜
を
捨
て
た
り
、放
置
し
な
い
。

③
柿
、
栗
な
ど
の
樹
木
は
ト
タ
ン
板
で
幹
を

巻
い
た
り
、
実
を
早
め
に
収
穫
す
る
。
落
ち

た
実
も
食
べ
に
来
る
の
で
早
め
に
片
付
け
る
。

④
必
要
の
な
い
木
は
除
去
を
検
討
し
て
く
だ

さ
い
。

当町では、ツキノワグマの出没情報をホームページや、メールマガジンで配信しています。安全対策にご活用ください。

クマが山林内や里で食べるもの

春 山菜・たけのこ・野イチゴ・びわ・プラム・破竹・アリ・ハチ・サワガニ等

夏 トウモロコシ・かぼちゃ・スイカ・ウリ・メロン・プラム・モモ・ぶどう・梨等

秋 かぼちゃ・ぶどう・梨・柿・ドングリ・栗等

冬 冬眠中は食べない（※冬眠しないクマもいます）

※まだ青い柿の実・生ごみ・ペットのえさ・つるし柿等も食べることがあります。

平成 27年度 136件

平成 26年度 149件

平成 25年度 164件

平成 24年度 71件

平成 23年度 71件

平成 22年度 371件

平成 21年度 41件

平成 20年度 112件

ツキノワグマ
　　　に注意してください

ご案内

過去の出没件数

情報提供連絡先

時間外 開庁時間内

農
林
課	

☎
４
３
・９
０
２
３

本
庁
舎	

☎
４
３
・９
０
０
０

加
悦
庁
舎	

☎
４
３
・９
０
０
１

野
田
川
庁
舎	

☎
４
３
・９
０
０
２

与謝野町　クマ出没情報 与謝野町　メルマガ

与謝野町のクマ出没件数

集落への出没増加期

１

５ ６

７

４３

８

２
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海
の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
全
国
初
と
な
る

複
数
市
町
（
北
部
７
市
町
）
の
観
光
協
会

が
統
合
参
画
す
る
こ
と
で
、
北
部
地
域
全

体
が
一
体
と
な
っ
て
広
域
観
光
の
取
り
組

み
を
行
う
も
の
で
す
。
本
町
単
独
で
来
訪

者
を
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
北
部
エ

リ
ア
全
体
で
来
訪
者
を
受
け
入
れ
ま
す
。

ま
た
日
帰
り
で
は
な
く
、
宿
泊
（
１
泊
か

ら
２
泊
）
で
き
る
よ
う
な
周
遊
・
滞
在
型

観
光
を
目
指
し
、
地
域
の
「
ヒ
ト・モ
ノ・

コ
ト
」
を
磨
き
上
げ
、
こ
れ
ま
で
と
は
違

う
、
観
光
が
下
支
え
す
る
地
域
経
済
の
循

環
を
作
り
出
し
ま
す
。

海
の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
記
念

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

７
月
18
日
（
月
・
祝
）
に
、
舞
鶴
商
工

観
光
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
海
の
京
都
Ｄ
Ｍ

Ｏ
設
立
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
講
師
と
し
て
お
招
き
し
た
清
水
愼

一
氏
（
観
光
地
域
づ
く
り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
推
進
機
構
会
長
）
が
、
今
後
の
取
り
組
み

に
お
け
る
重
要
な
視
点
や
考
え
方
に
つ
い

て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
々
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
の
要
旨

▼　
来
訪
者
に
滞
在
し
て
も
ら
う
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
名
所
旧
跡
を
巡
る
観
光
で
は

な
く
、
地
域
住
民
と
交
流
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
滞
在
時
間
の
延
長
と
お
金
を
落
と

し
て
も
ら
う
こ
と
に
つ
な
げ
る
。
そ
の
た

め
に
、
海
の
京
都
エ
リ
ア
で
は
２
泊
３
日

以
上
の
滞
在
を
促
進
す
る
戦
略
を
た
て
、

単
独
で
は
な
く
、
複
数
自
治
体
で
連
携
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 ▼

日
本
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
を
体

験
し
た
い
外
国
人
旅
行
者
が
増
え
て
い
る

状
況
が
あ
る
。
来
訪
し
た
外
国
人
旅
行
者

に
よ
っ
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
て
国
外
へ

の
情
報
発
信
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

国
内
に
お
い
て
も
そ
の
地
域
の
価
値
が
高

ま
る
こ
と
も
あ
る
。

 ▼

旅
行
者
の
満
足
度
と
再
来
訪
は
必

ず
し
も
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
。
旅
行
者
が

「
友
達
に
紹
介
し
た
い
」、「
次
は
別
の
人

と
来
て
み
た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

 ▼

こ
れ
か
ら
は
観
光
施
設
に
頼
る
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
暮
ら
し
と
組
み
合
わ

せ
て
地
域
を
味
わ
う
こ
と
で
、
来
訪
者
の

喜
び
と
な
り
、
地
域
が
潤
う
こ
と
に
つ
な

が
る
。
観
光
が
地
域
産
業
の
下
支
え
と
な

る
も
の
で
あ
る
。

 ▼

滞
在
・
体
験
・
交
流
型
観
光
を
目

指
す
た
め
に
は
、
住
民
と
触
れ
あ
う
ス

ト
ー
リ
ー
で
来
訪
者
を
誘
導
し
て
い
く
。

 ▼

滞
在
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
着
地
型
旅
行

商
品
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。
着
地
型
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
エ
リ
ア
全
て
を
一
つ
の
物

語
で
つ
な
ぐ
の
で
は
な
く
、
幾
つ
か
の
物

語
を
作
り
、
こ
れ
を
紡
い
で
い
く
こ
と
が

周
遊
・
滞
在
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

一般社団法人京都府北部地域連携都市圏振興社設立

海の京都ＤＭＯ
特集

上／海の京都ＤＭＯ設立記念撮影　

※ＤＭＯとは
Destination Marketing/Management Organization の略。地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに地域への誇りと愛着
を醸成する「観光地経営」の視点に立った観光地域づくりの舵取り役のこと。（観光庁ＨＰより）

海の京都ＤＭＯ

去る６月 28 日に、京都府及び京都府北部の５市２町（福知山市、舞鶴市、綾部市、宮津市、京丹後市、
伊根町、与謝野町）が、観光により府北部エリアの地域活性化を図っていくことを目的として、市
町及び観光協会の強固な連携により、エリアの地域資源を活かした周遊・滞在型の観光を推進して
いく「一般社団法人京都府北部地域連携都市圏振興社（通称：海の京都ＤＭＯ）」を設立しました。

キ
　
リ
　
ト
　
リ

与謝野町ふるさと納税　寄付申込書

平成　　年　　月　　日

ふるさと与謝野町を応援するため次のとおり寄付します。

１　希望する払込方法についてお教えください（いずれかに○印をお願いします）。
　　①納付書払い（後日、ゆうちょ銀行で利用できる手数料無料の納付書をお送りします。）
　　②現金書留払い
　　　※①②以外の払い込み方法を希望される場合はご相談ください。

２　寄付金の活用を希望する与謝野町の取り組みについてお尋ねします。
　　（以下のいずれかに○印か寄付金額をご記入ください。複数選択可。）

与 謝 野 町 長 様　
（寄付申込者）

記

 金　　　　　　　        　円也  

住　　所：

電話番号：

氏　　名：

☆福祉のまちづくりのための事業
（与謝野町が独自に実施する福祉サービスや、福祉施設の充実に活用します）

☆産業および観光の振興のための事業
（頑張る中小企業の支援や、新たな産業の創出、観光地として魅力あるまちづくりに活用します）

☆快適で安心して暮らせるまちづくりのための事業
（防災・減災対策や、道路・河川・公園整備など、みんなが豊かで安心して暮らせる環境づくりに活用します）

☆明日の人材を育てる教育文化のまちづくりのための事業
（学校や図書館などの整備、与謝野町の歴史文化を大切にする取り組みに活用します）

☆協働で進めるまちづくりのための事業
（住民活動の支援や公民館整備など、みんなが地域で力を発揮してまちを元気にする取り組みに活用します）

☆与謝野町ふるさと応援補助金事業
《あなたの寄付金を与謝野町内の希望する地域(区)に活用いただけます》
※ただし寄付者が町外在住の場合に限ります

活用を希望する地域（区）名をご記入ください↓
（裏面の「補助金対象区一覧」からお選びください）

区
☆その他（具体的に記入してください。※ただし寄付金は既存の事業に活用します。）

使い道を決めない場合は○印をしてください。↓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町政全般に活用希望（　 ）

与謝野町にふるさと納税をお願いします

与謝野町では、ふるさとへの思いを形にできるように「ふるさと納税（寄付金）」を募集してます。離れて暮らすご家族・
ご友人が帰郷される際に、是非お呼びかけください。

寄付のお申し込みは、この寄付申込書を切り取って与謝野町役場企画財政課にご提出いただくか、与謝野町のホーム
ページからも行っていただけます。（ホームページからのお申込みなら便利なクレジットカード払いもご利用いただけます）

1 万円以上のご寄付をいただいた場合、与謝野町の特産品をお贈りしております。詳しくは与謝野町ホームページを
ご覧ください。　　　　　　　　　　　　　　　（お問い合わせ、お申し込み先：与謝野町役場企画財政課 ☎ 43-9015）



まちの 話題 お届けします
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１　与謝野町を応援しようと思った理由をお聞かせください（いずれかに○印をお願いします）。

1. ふるさと（出身地）だから　⇒　（地区：　　　）
2. 与謝野町に以前住んだことがあるから（転勤、就学など）　⇒　（地区：　　　）
3. 与謝野町に以前訪れて印象に残っているから（観光・出張など）
4. 与謝野町の施策に共感したから（具体的に記入してください↓）

5. その他（具体的に記入してください）

２  寄付の公表（広報「よさの」に掲載）についてお聞かせください（いずれかに○印をお願いします）。

４   ワンストップ特例制度について

３   与謝野町へのメッセージがあればご記入ください（ただし、特定の個人や団体への呼びかけはご遠慮ください）。

★ご協力ありがとうございました ★
※お寄せいただいた個人情報は、ふるさと納

税以外の目的には使用しません。

お問い合わせ・申し込み先

〒 629-2292
京都府与謝郡与謝野町字岩滝 1798-1
与謝野町企画財政課 ふるさと納税担当
☎ 0772-43-9015　FAX 0772-46-4630
メール：kikakuzaisei@town.yosano.lg.jp 与謝野町マスコットキャラクター

「まめっこまいちゃん」

まめっこまいちゃん／基本ポーズ

 公表して差し支えない 氏名（名称）の公表を希望しない

※公表内容は、お住まいの都道府県（京都府内にお住まいの方は市町村）、氏名、寄付金額です。
※ただし、公表を希望しない場合でも、お住まいの都道府県、寄付金額は公表します。

◎メッセージの公表について　～いただいたメッセージは「広報よさの」に掲載します～
メッセージにお名前を添える場合は○、希望しない場合は × をご記入ください。
※希望されない場合は匿名でメッセージのみ掲載します。 お名前の公表

キ
　
リ
　
ト
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　確定申告を行う必要のない給与所得者等は、個人住民税課税市町村に対する「ふるさと納税」
の控除申告を与謝野町に代行させることができます。これをワンストップ特例制度と言います。

（ただし、5 自治体を越えて「ふるさと納税」をする方は確定申告が必要になります。）

←ワンストップ特例制度をご希望の場合は〇印をしてください。
※ワンストップ特例ご利用には別途申請が必要です。ご寄付いただいた後申請書をお送りします。

与謝野町ふるさと応援補助金について
　ふるさと納税の申込書でお選びいただける項目の一つ、「与謝野町ふるさと応援補助金」
は、いただいた寄付金を次年度以降に以下の与謝野町の地区で活用いただく制度です。寄
付申込みの際に「与謝野町ふるさと応援補助金」を選択された場合は活用希望する地区を
一つお選びください。

アンケートにご協力ください

【補助金対象区一覧】

算所区 加悦奥区 加悦区 後野区 与謝区 滝区
金屋区 温江区 明石区 香河区 石田区 弓木区
立町区 浜町区 藪後区 東町区 男山区 三河内区
岩屋区 幾地区 四辻区 上山田区 下山田区 石川区

●京都府警平安騎馬隊「下校見守り活動」

交通安全・防犯について学びました
７月６日（水）、宮津警察署による交通安全講習と京

都府警察平安騎馬隊による下校見守り活動が、山田小学
校で行われ、隊員らが児童に交通安全を呼びかけました。

山田小学校グラウンドに来た馬は２頭で、隊員の合図
で動く馬の試技に山田小の児童は見とれていました。

その後は２頭の馬が、下校する児童を見送りました。
児童たちは頭をなでるなど馬に触れ、近くで見る馬の大
きさ、迫力に歓声をあげ、貴重な体験となり、交通安全
への意識を高めました。

大
き
な
馬
に
興
味
津
々
の
児
童

●ひまわり苗植え体験

ひまわりフェスティバルに向け、
　　　　　　大きく育ちますように！
　７月３日（日）にリフレかやの里周辺の畑で、「与謝
野町ひまわりフェスティバル」に向け、ひまわり苗植え
体験が開催され、多くの親子連れらが参加しました。
　植えた苗は「ハイブリッドサンフラワー」で鮮やかな
黄色の花を咲かせる品種です。子どもたちはどろだらけ
になりながら、大きく育つよう願いをこめ、目印となる
名前を書いた白いプレートとともに苗を植え、ひまわり
の成長が待ち遠しい様子でした。

一
本
一
本
て
い
ね
い
に
苗
を
植
え
ま
し
た

●灼熱の猛牛祭

まるごと一頭食べつくす！
７月３日（日）に阿蘇シーサイドパークにおいて、与

謝野町商工会青年部・まちグル部が共催し「灼熱の猛牛
祭～まるごと一頭食べつくせ！～」が開催されました。
天候が危ぶまれましたが延べ 2,000 人の来場者で賑わ
いました。

今年は、町内で育てられた経産牛をまちグル部の飲食
店がそれぞれ思考を凝らしたメニュー（ぎゅうぎゅう
てっぽう、ローストビーフ、牛らーめんなど）を提供し、
各店舗の味を楽しみながら食べ歩く姿が見受けられまし
た。また、子どもたちに大人気のヒーローショーや豪華
景品が当たる「大抽選会」が行われ、フィナーレでは打
上げ花火が夜空を彩り、初夏の訪れを楽しみました。

初
夏
を
彩
る
打
ち
上
げ
花
火

●ひまわり苗植え体験

ホップに触れ、ビールを学ぶ
７月 23 日（土）に「ホップ＆クラフトビールセミナー」

が開催されました。このセミナーでは日本ビアジャーナ
リスト代表の藤原ヒロユキさんを講師に招き、与謝野ク
ラフトビール醸造事業の一環であるホップ栽培とビール
について広く知ってもらいました。ホップほ場での生産
者による説明と見学をした後、加悦庁舎で藤原さんが
ビールの種類から醸造方法、クラフトビールとホップの
関係についてのポイントをわかりやすく講演されました。

セミナーには町内から 31 人、町外から 17 人が参加
しました。参加者は熱心に聞き入り、町外参加者からは、
ホップ栽培やビール醸造について多く質問があり、関心
の高さが伺えました。

藤
原
さ
ん
に
よ
る
熱
の
こ
も
っ
た
講
演
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電気火災に気を付けて！

低圧進相コンデンサによる火災
与謝野町内でも近年、低圧進相コンデンサが原因となる火災

が発生しております。ご自宅・職場で使用されているコンデン
サは昭和 50 年以前の古いものをお使いではありませんか？製
造年が分からないようであれば点検し、古いコンデンサをお使
いの場合は早めに交換をしましょう。

私たちの身の回りには電気機器がたくさんあります。夏を迎え、電気機器をたくさん使われる家庭がある中で、
皆さんはどれだけ注意をしていますか？下記のような身近なものから発生する火災もあります。今一度、ご家庭
の電気機器周辺を確認しましょう。

トラッキング火災
差しっぱなしのコンセントにホコリ・水分がたまることが原

因で発火する火災です。コンセント以外にもパソコンのファン
にホコリがたまることでも発生します。トラッキング火災を防
ぐためにも差しっぱなしのコンセントがあれば抜く、または差
込口、ファンなどの周りを定期的に掃除し対策をしましょう。

他にも ･･･
無理なたこ足配線やコンセントの上に重いものを乗せるな

ど、気を付けることはたくさんあります。

コンデンサ

開閉器

がんばってます！消防団 編集 ● 岩滝方面隊

夏バテ予防レシピ

■材料（２人分）

木綿豆腐 ５０ｇ
ニラ ３０ｇ
人参 ３０ｇ
酢 小さじ２
卵 １/ ２個

豆腐とニラの酸
サンラータン

辣湯
■作り方

1. 豆 腐 は 水 き り を し、 食 べ や す い 大 き さ に し、
ニラは 3~4cm 長さに切り、人参はせん切りに
する。

2. A を煮立てて人参を入れ、火が通ったら B と
豆腐を加えて煮立て、C でとろみをつける。

3. 最後にニラ、酢、溶き卵を加えひと煮立ちする。

A
水 １と 3/4 カップ
酒 大さじ 1
鶏ガラ顆粒だし 小さじ１/ ４

B
しょうゆ 小さじ１と２/３
こしょう 少量
赤唐辛子(小口切り） １本

C 片栗粉 大さじ１/ ２
水 大さじ１

1 人分エネルギー 76kcal
 塩分 0.8g

平成 28 年度全国統一防火標語 「消しましょう　その火その時　その場所で」

健やか広場　　しっかり食べて夏バテ予防！

●
夏
バ
テ
に
な
ら
な
い
た
め
に

日
々
の
疲
労
を
た
め
込
ま
な
い
た
め
に

食
生
活
で
気
を
つ
け
た
い
こ
と
は
、
ご
飯

や
麺
類
な
ど
の
炭
水
化
物
の
代
謝
を
促
す

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
で

す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
は
、
豚
肉
や
鶏
肉
、

魚
介
な
ど
良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
に
含
ま
れ

ま
す
が
、
特
に
豚
肉
は
、
炭
水
化
物
を
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
ビ
タ
ミ
ン
B1
が
多
い

食
品
で
す
。
ま
た
、
暑
さ
に
よ
る
ス
ト
レ

ス
に
打
ち
勝
つ
た
め
に
は
、
そ
の
他
の
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
・
Ｅ
な
ど
の
ビ
タ
ミ
ン
類
や
ミ

ネ
ラ
ル
も
不
可
欠
で
す
。

こ
れ
ら
の
栄
養
素
は
、
た
ん
ぱ
く
質
と

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
免
疫
力
が
ア
ッ
プ

し
ま
す
。
暑
い
と
食
欲
も
低
下
し
、
簡
単

な
食
事
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
バ
ラ
ン
ス

の
よ
い
食
事
で
必
要
な
栄
養
素
を
と
り
体

力
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

●
夏
バ
テ
予
防
に

　
　
効
果
が
あ
る
栄
養
素
と
食
品

◆
ビ
タ
ミ
ン
B1

▽
働
き　
炭
水
化
物
を
分
解
し
て
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
変
え
る
。

▽
多
く
含
む
食
品･･･

豚
肉
、う
な
ぎ
、鰯
、

納
豆
、
豆
腐
、
大
豆
、
胚
芽
米
な
ど

◆
ビ
タ
ミ
ン
B2

▽
働
き　
脂
肪
や
炭
水
化
物
の
代
謝
を
助

け
る
。

▽
多
く
含
む
食
品･･･

卵
、
納
豆
、
牛
レ

バ
ー
、
サ
バ
、
チ
ー
ズ
、
干
し
い
た
け

な
ど

※
ビ
タ
ミ
ン
B1
・
B2
は
、
に
ん
に
く
な
ど

に
含
ま
れ
る
ア
リ
シ
ン
と
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
そ
の
吸
収
が
高
ま
り
、
老

廃
物
の
代
謝
を
よ
く
す
る
働
き
が
あ
り

ま
す
。
ア
リ
シ
ン
は
、
に
ん
に
く
の
他

に
ね
ぎ
や
ニ
ラ
な
ど
に
も
多
く
含
ま
れ

る
の
で
、
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
利

用
効
率
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

◆
ク
エ
ン
酸

▽
働
き　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
代
謝
を
促
す
と

共
に
、
疲
労
回
復
に
つ
な
が
る
。

▽
多
く
含
む
食
品　

酢
、
グ
レ
ー
プ
フ

ル
ー
ツ
、
レ
モ
ン
、
梅
干
し
な
ど

◆
ナ
イ
ア
シ
ン

▽
働
き　

炭
水
化
物
や
脂
肪
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
え
た
り
、
胃
腸
や
皮
膚
、
粘

膜
を
健
全
に
保
つ
。

▽
多
く
含
む
食
品　
ブ
リ
、
サ
バ
、
ア
ジ
、

た
ら
こ
、
レ
バ
ー
な
ど

◆
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

▽
働
き　
胃
腸
の
働
き
を
促
し
、
自
律
神

経
を
回
復
す
る
。

▽
多
く
含
む
食
品　
芋
類
、
野
菜
類
、
果

物
な
ど

◆
香
辛
料
、
香
味
野
菜

▽
働
き　
食
欲
を
増
進
さ
せ
る
。

▽
多
く
含
む
食
品　
生
姜
、
わ
さ
び
、
こ

し
ょ
う
、
青
じ
そ
、
み
ょ
う
が
、
ね
ぎ

な
ど

●
水
分
補
給
も
し
っ
か
り
と

体
温
調
節
の
た
め
に
大
量
に
汗
を
か
く

夏
は
、
水
分
補
給
が
と
て
も
重
要
に
な
り

ま
す
。

体
内
の
水
分
が
不
足
す
る
と
、
血
液
が

濃
度
を
増
し
て
全
身
に
ス
ム
ー
ズ
に
循
環

し
な
く
な
り
、
だ
る
い
、
疲
れ
や
す
い
、

集
中
力
が
落
ち
る
と
い
っ
た
症
状
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
さ
ら
に
発
汗
が
抑
制
さ
れ

る
た
め
、
熱
が
体
に
こ
も
っ
て
頭
痛
や
め

ま
い
、
発
熱
な
ど
の
症
状
を
招
い
て
し
ま

い
ま
す
。

が
ぶ
飲
み
す
る
の
は
、
胃
酸
が
薄
ま
っ

た
り
、
胃
が
冷
え
た
り
し
て
消
化
吸
収
能

力
の
低
下
や
食
欲
不
振
に
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
こ
ま
め
に
と
る
よ
う
に
こ
こ
ろ
が

け
ま
し
ょ
う
。

人
間
の
身
体
は
、
環
境
の
変
化
に
応
じ
て
一
定
の
状
態
に
保
つ
機
能
が
あ
り
ま
す
が
、

暑
く
な
る
と
こ
の
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
ま
す
。

夏
場
は
大
量
に
汗
を
か
き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
も
多
く
な
り
、
汗
と
共
に
身
体

に
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の
栄
養
素
も
一
緒
に
排
泄
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
だ
る
さ
や
疲
れ
を
感
じ
や
す
く
な
り
、
慢
性
疲
労
の
ひ
と
つ
で
あ
る
夏

バ
テ
に
な
り
や
す
く
な
り
、
夏
風
邪
や
他
の
病
気
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
消防団では、新入団員も募集しています。地域における消防防災のリーダーとして、平

常時・非常時を問わず、地域に密着し町民の安全と安心を守る重要な役割です。
月に一度の定例会で活動内容を決め、音声告知放送、防火教室、救命講習、車両広報など、

火災の予防啓発を中心に活動しています。興味のある方、一緒にやってみようと思われる
方は、防災安全課（☎ 43-9011）までご連絡ください。

求む！
消防団員
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図書館へ行こう！  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

今年から、新しい祝日として制定された「山の日」です。大江山を
はじめとした美しい山々に囲まれている私たち。この機会に山の魅力
を再確認しましょう。

突 然ですが皆さんにお知らせがあります。私は７
月末をもって与謝野町を離れて、京都市で新し

い生活を始めます。日本に来ることは幼い子どものころ
から、私と父の共通の夢でした。しかし、父はまだ日
本に来たことがないので、夢は半分しか叶っていませ
ん。いつか私は父と一緒に日本を旅行したいと思います。 
　京都市に引っ越すと与謝野町の色々なことを恋しく感じ
ると思います。ここにはたくさんの
美しいものがあります。通りの曲が
り角や小道にさえ、おもしろくて美
しいものを見つけることができます。 
　私は与謝小学校の子ども達と大江
山に登ったとき、山の上から見る
美しい景色に驚かされたことは今で
も鮮明に思い出されます。今は家
のドアを開けると与謝野町の山々
が迎えてくれますが、それがもう見
られなくなるのは寂しく思います。 
　しかし、一番寂しいのが人々との別れです。私は与謝野
町で出会った方たちとの友情に恵まれました。同僚の先
生方には言い尽くせない程の感銘を受けました。皆、自
分の仕事に対して喜びと情熱を持って取り組んでいま
す。短い間でしたが ALT として与謝野町の英語教育を
お手伝いできたことを誇りに思います。生徒にも恵ま
れ、彼らは皆賢くて楽しい子どもたちでした。自分や
周りを笑顔にさせる方法を知っており、勉強に一生懸命

取り組んでいます。短い間でしたが、私は教師として彼
らの人生に関わることができたことを誇りに思います。 
　与謝野町の全ての皆様、本当にありがとうございました。
多くの人々が私と妻子を支えて一緒に歩んでくれました。
親切に私達に日本語と日本文化を教えてくれた方がたくさ
んいました。妻のミシェルに早産の危険があり病院に長く
入院したとき、多くの方が彼女の元を訪れ、愛情と援助を

いただきました。与謝野町のコミュ
ニティが私たちを受け入れ、家族の
ように接してくれたことに感謝する
とともに、与謝野町を去った後もこ
の友情が続くことを願っています。 
　私は友情とはお互いの物理的
な距離ではなく、心の距離で決
まるものだと思います。与謝野
町の人々との友情を心に大切に
持って次の旅に出たいと思います。 
　「Goodbye（さようなら）」を言う

ことはいつも辛いことです。だから私は「See you later
（また会いましょう）」の方が好きです。私は世界の色々な
場所に住んだことがありますが、別れの時はいつも「See 
you later」と言います。今回はそんな遠くに行きません。
新しい家のドアもあなたの訪問を歓迎しています。私たち
の人生にたくさんのものを与えていただいた、愛する与
謝野町の皆さん本当にありがとうございました！ See you 
later ！

チェイスとミシェルとオリビアより。
ありがとう与謝野町！

A L Tリレーコラム ［ 第 63 回 与謝野町また会いましょう！ by チェイス・グリフィン］	 COLUMN

一般書 ●『戦国武将を診る』早川智目／朝日
新聞出版 ●『きみがもし選挙に行くならば』
古川元久／集英社 ●『お墓のことを考えたら
この１冊』石原豊昭／自由国民社 ●『夏弁』

野上優佳子／主婦と生活社 ●『残り者』朝井まかて／双葉社 
●『遊んで育つ手づくりおもちゃ』大江委久子／クリエイツか
もがわ ●『家康、江戸を建てる』門井慶喜／祥伝社 ●『私の
消滅』中村文則／文藝春秋 ●『たまちゃんのおつかい便』森
沢明夫／実業之日本社 ●『あせらず、おこらず、あきらめず
』石井ふく子／ＫＡＤＯＫＡＷＡ 児童書 ●『いいものみー
つけた』レオニード・ゴア／新日本出版社 ●『す～べりだい
』鈴木のりたけ／ＰＨＰ研究所 ●『みつけてかぞえてどこど
こどうぶつ』ガレス・ルーカス／河出書房新社 ●『ざんねん
ないきもの事典』今泉忠明監修／高橋書店 ●『ファーブル先
生の昆虫教室』奥本大三郎／ポプラ社 ●『三年一組、春野先
生！』くすのきしげのり／講談社

今月の
新着図書

全国訪問おはなし隊がやってきました

７月２日（土）知遊館へ、４年ぶりに全国訪問おは
なし隊がやってきました。“ムーミン” や “バーバパパ”
などの人気絵本のキャラクターが描かれたキャラバン
カーには、500 冊を超える絵本が積まれています。

集まった 65 人の方たちは、思い思いに手にとった絵
本を家族や友達
と一緒に読んだ
後、場所を移動
し、おはなし隊
の隊長さんたち
によるおはなし
会で、迫力の大
型紙芝居などを
楽しみました。

江山文庫読書会
与謝野晶子の童話を読む

第 52 回「小人のお丹
たん

さん」

キャラバンカーを利用するみなさん

８月 11 日は山の日

■日時 ８月26日（金） ※毎月第４金曜日　午後１時30分～３時
■お問い合せ先 江山文庫　☎ 43-2180

与謝蕪村筆「十二神仙図」押絵貼屏風六曲一双

与
謝
野
町
ゆ
か
り
の
与よ

さ謝

蕪ぶ
そ
ん村

は
享き
ょ
う
ほ
う保

元
年

(

１
７
１
６)

生
ま
れ
で
、
本
年

は
生
誕
３
０
０
年
と
な
り
ま
す
。 

　

宝ほ
う
れ
き暦
４
年(

１
７
５
４)

に
丹

後
を
訪
れ
た
蕪
村
は
約
３
年
を

こ
の
地
で
過
ご
し
ま
し
た
。
名

句
「
夏
河
を
越
す
う
れ
し
さ

よ
手
に
草
履
」
を
詠
み
、
ま

た
「
丹
後
時
代
」
と
称
さ
れ
る

ほ
ど
多
く
の
絵
を
描
き
ま
し
た
。 

　
町
内
に
残
さ
れ
た
本
作
「
十じ
ゅ
う
に二

神し
ん
せ
ん
ず

仙
図
」
は
丹
後
時
代
の
蕪
村
絵

画
中
で
も
初
期
の
大
作
で
、
六

ろ
っ
き
ょ
く曲

一い
っ
そ
う双
屏
風
の
十
二
面
に
中
国
の

故こ

じ事
に
登
場
す
る
龍
に
乗
る
仙

人
や
不
思
議
な
息
を
吐
く
仙
人

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
神
仙
た
ち

の
姿
や
仕
草
を
描
い
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
各
面
が
連
続
し
な

い
屏
風
や
襖
を
押お

し
え
ば
り

絵
貼
と
言
い
、

ど
の
面
に
ど
ん
な
絵
を
貼
る
か
も

創そ
う
い意

の
見
せ
所
で
す
。
屏
風
の
左

右
と
神
仙
た
ち
の
向
き
や
動
き
を

意
識
し
た
配
置
に
は
リ
ズ
ム
感
が

あ
り
、
変
化
に
富
ん
だ
構
図
の

押
絵
貼
屏
風
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

本
屏
風
は
、
江
山
文
庫
で
開

催
中
の
特
別
展
「
蕪
村
屏
風
を

の
べ
て
ま
つ
」
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。（
９
月
４
日
ま
で
） 

　
　
（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

時の贈り物	［ 第86回　生誕 300 年　蕪村の屏風 ] 

『神去なあなあ日常』
 三浦しをん／徳間書店

横浜出身の主人公が、高校卒業後になんとな
く就職したのは、携帯電話も通じない山奥の
神去村での林業でした。チェーンソー片手に
山仕事を始めた彼を待ち受けるのは、先輩の
厳しい指導とダニやヒル。自然を相手に生き
る個性的な住民たちに囲まれながらの成長物
語には、続編『神去なあなあ夜話』もあります。

『ゆっくりたのしむ山歩き はじめ
てでも安心！』
 古谷聡紀／永岡書店　
初めての山登りにチャレンジしたいと思っ
たら、まずは情報収集から。この本では、
準備からプランニング、安全対策まで、山
を歩くためのハウツーを中心に、おいしい
山ごはんレシピ、レベル別おすすめの山な
どを紹介しています。

『ヒマラヤのサバイバル 全２巻』
 洪在徹・鄭俊圭／朝日新聞出版

ヘリコプターの墜落によってヒマラヤ山脈中
腹で遭難してしまった主人公たち。救助を待
つ間に雪崩に巻きこまれ、自力で山を降りる
ことを決意しますが、険しい雪山には数々の
困難が待ち受けていました・・・彼らの冒険
を通して、さまざまな科学知識を学べる人気
シリーズです。

『やまおやじ 季節がめぐる命がめ
ぐる』
 今森光彦／小学館　
“やまおやじ” とは、とある山すそにある
ごつごつと太ったクヌギの古木たちのこと。
30 年間にわたってその雑木林に通いつめ
た著者が、“やまおやじ”の眼差しから、木々
や動物、昆虫たちの息吹を美しい写真とと
もに綴った１冊。

　図書館おはなし会

[ 本　館 ] 9 月 3 日（土）午後 3 時～
[ 加　悦 ]　8 月 13 日（土）午前 10 時 30 分～
[ 野田川 ] 8 月 20 日（土）午前 10 時 30 分～
 （紙芝居の日）

Info
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「家屋の新築・増築・取壊し」をされたらご連絡を
税務課 ☎ 43-9020

家
屋
の
新
築
・
増
築
・

取
壊
し
に
つ
い
て

「
家
屋
」
に
係
る
固
定
資
産

税
は
、
毎
年
１
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
に
新
築
ま
た
は
増

築
さ
れ
た
家
屋
に
対
し
て
、
建

築
し
た
翌
年
度
か
ら
課
税
さ

れ
、
取
壊
し
を
し
た
場
合
は
課

税
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

本
年
中
に
、
家
屋
の
新
築
、

増
築
ま
た
は
取
壊
し
を
し
た

方
、
ま
た
は
12
月
末
日
ま
で
に

す
る
予
定
の
あ
る
方
は
、
税
務

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
新
築
ま
た
は
増
築
を
し

た
場
合
は
、
家
屋
評
価
の
た
め

現
地
で
の
調
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
調
査
に
当
た
っ
て
は
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課 

☎
４
３・９
０
２
０

問

◆家屋とは？
住宅や店舗、作業場、事務所、車庫など

（プレハブを含む）の建物をいいます。

第66回社会を明るくする運動
住民環境課 ☎ 43-9030問

７
月
を
強
調
月
間
と
し
て
、
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
更
正
保
護
に

理
解
を
深
め
、
明
る
い
社
会
を
築

く
こ
と
を
目
的
に
、
全
国
展
開
さ

れ
る
こ
の
運
動
は
今
年
で
66
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。
当
町
に
お
い

て
も
７
月
２
日
（
土
）、
役
場
各

庁
舎
に
お
い
て
セ
レ
モ
ニ
ー
、
各

地
域
で
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し

た
。よ

り
多
く
の
方
々
に
こ
の
運
動

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
社
会
の
一

員
と
し
て
自
分
に
は
何
が
で
き
る

の
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て

も
ら
え
れ
ば
と
、
各
地
域
に
お
い

て
街
頭
演
説
な
ら
び
に
啓
発
物
資

等
を
配
布
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
、

青
少
年
の
健
全
育
成
と
人
間
性
豊

か
な
地
域
づ
く
り
へ
の
協
力
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

井上保護司より内閣総理大臣からの運動協力依頼を受ける

6月の可燃ごみ・雑誌（雑がみ）排出量の報告
シリーズ⑬　ごみについて考える 住民環境課 ☎ 43-9030問

ご
み
量
の
比
較　

平
成
28
年
６
月
の
可
燃

ご
み
・
雑
誌
（
雑
が
み
）

の
排
出
量
を
、
減
量
の
比

較
対
象
で
あ
る
平
成
26
年

度
と
比
べ
て
報
告
し
ま
す
。

可
燃
ご
み
は
、
月
別
対

比
で
、
４
月
は
わ
ず
か
な

減
量
、
５
月
は
約
10
％
減

量
、
６
月
は
約
３
％
減
量

と
、
３
ヵ
月
通
算
で
約

５
％
の
減
量
と
な
り
ま
し

た
。
６
月
は
減
少
傾
向
に

は
あ
り
ま
す
が
、
有
料
化

し
な
い
た
め
の
減
量
化
目

標
の
40
％
削
減
を
達
成
す

る
に
は
、
更
な
る
減
量
が

必
要
で
す
。

一
方
の
雑
誌（
雑
が
み
）

は
、
ま
だ
大
き
な
変
化
は

見
ら
れ
ま
せ
ん
。
可
燃
ご

み
の
約
半
分
は
紙
類
で
す

の
で
、
雑
が
み
を
き
ち
ん

と
資
源
化
し
、
可
燃
ご
み

を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

雑
が
み
以
外
の
減
量
化

と
し
ま
し
て
は
、
生
ご
み

処
理
機
の
活
用
、
衣
類
等

の
資
源
化
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
可
燃
ご
み
の
更
な
る

減
量
の
た
め
に
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

雑誌（雑がみ）排出量可燃ごみ排出量

子育て支援センターへ遊びに来ませんか！
　　子育て応援課 ☎ 43-9024問

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
子

ど
も
を
自
由
に
遊
ば
せ
な
が
ら
気

軽
に
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
場
で

す
。
町
内
に
は
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
が
３
箇
所
あ
り
ま
す
。
未
就

園
の
子
ど
も
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

の
方
が
対
象
で
、
各
会
場
、
実
施

曜
日
に
よ
り
対
象
が
異
な
り
ま

す
。ま

た
、
野
田
川
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
毎
週
木
曜
日
に
全
年

齢
対
象
の「
み
ん
な
あ
つ
ま
れ
！
」

の
日
を
設
け
て
い
ま
す
。
異
年
齢

で
楽
し
く
遊
ん
だ
り
、
ピ
ア
ノ
演

奏
会
や
ミ
ニ
運
動
会
な
ど
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
て
い
る
日
で

す
。子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
指

導
員
が
お
り
ま
す
の
で
、
子
育
て

の
悩
み
相
談
、
ス
ト
レ
ス
解
消
、

情
報
交
換
、
友
達
作
り
な
ど
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
毎
月
25

日
に
回
覧
し
て
い
る
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
予
定
表
で
確
認
い
た
だ

く
か
、
各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
加
悦
庁
舎 

子
育
て
応
援
課
に

も
予
定
表
は
置
い
て
あ
り
ま
す
。

■
年
齢
別
グ
ル
ー
プ

り
ん
ご
グ
ル
ー
プ

▽
平
成
26
年
４
月
１
日
以
前
生
ま

れ

み
か
ん
グ
ル
ー
プ

▽
平
成
26
年
４
月
２
日
～
平
成
27

年
４
月
１
日
生
ま
れ

み
る
く
グ
ル
ー
プ

▽
平
成
27
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れみ
ん
な
あ
つ
ま
れ
！

▽
全
年
齢
が
対
象
に
な
り
ま
す

■
会
場

加
悦
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら

苑　
地
域
交
流
室

☎
０
８
０・８
５
１
０・６
１
８
５

岩
滝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
知
遊
館
２
階　
子
育
て
ふ
れ
あ

い
室☎

０
８
０・２
４
８
２・８
６
４
２

野
田
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
旧
岩
屋
保
育
所☎

４
２・６
１
１
６「みんなあつまれ！」での読み聞かせ

私たちにご相談ください！
人権擁護委員 住民環境課 ☎ 43-9030問

人
権
擁
護
委
員

平
成
28
年
７
月
１
日
付
け
で

上じ
ょ
う
に
し西

義よ
し
ひ
と仁

氏
（
岩
滝
）
が
人
権

擁
護
委
員
に
再
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。人

権
擁
護
委
員
と
は
、
地
域
で

人
権
思
想
を
広
め
、
人
権
侵
害
が

起
き
な
い
よ
う
に
見
守
り
、
人
権

を
擁
護
し
て
い
く
法
務
大
臣
が
委

嘱
し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
は
3
年

で
、
現
在
与
謝
野
町
で
は
、
11
人

の
委
員
の
方
が
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。
い
じ
め
、
差
別
、
セ
ク
ハ
ラ
、

Ｄ
Ｖ
そ
の
他
人
権
問
題
で
困
っ
て

い
る
人
、
悩
ん
で
い
る
人
は
お
気

軽
に
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

京
都
地
方
法
務
局
宮
津
支
局

☎
２
２・２
５
６
１上西義仁委員（再任）

13　広報よさの  AUGUST 2016 12

入札日 工事名 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）
落札金額

（千円 / 税抜）
落札率
（％） 工事期間

6/15 与謝野町消防団加悦第 3 分団消防車庫詰所新築建築工事 温江 2 者 ㈱杉建 38,300 34,470 37,000 96.6 H28/6/24
～ H28/11/30

6/15 与謝野町消防団加悦第３分団消防車庫詰所新築電気設備工事 温江 4 者 山崎電気㈱ 5,580 4,987 5,120 91.7 H28/6/24
～ H28/11/30

6/15 与謝野町消防団加悦第３分団消防車庫詰所新築機械設備工事 温江 11 者 足立石油㈱ 5,740 5,153 5,157 89.8 H28/6/24
～ H28/11/30

6/15 町営安良団地改善工事 加悦奥 4 者 京栄開発㈱ 11,480 10,323 10,330 89.9 H28/6/24
～ H28/9/30

6/15 町営小井根団地改善工事 加悦 3 者 ㈱三野工務店 3,600 3,230 3,240 90.0 H28/6/24
～ H28/8/31

6/15 四辻岩屋線側溝改良（その４）工事 幾地 10 者 江笠建材㈱ 8,972 7,789 7,789 86.8 H28/6/24
～ H28/11/18

6/15 与謝野町消防団加悦第３分団消防車庫詰所新築工事監理業務委託 温江 3 者 シラス建築設計
事務所 1,540 ー 1,320 85.7 H28/6/24

～ H28/11/30

6/15 町営安良団地改善工事監理業務委託 加悦奥 3 者 一級建築士事務所
浪江建築事務所 720 ー 640 88.8 H28/6/24

～ H28/9/30

6/15 旧岩滝幼稚園解体撤去工事監理業務委託 岩滝 3 者 菅設計工務 1 級
建築士事務所 600 ー 500 83.3 H28/6/21

～ H28/8/15

6/15 岩屋小学校屋内運動場屋根改修工事設計監理業務委託 岩屋 3 者 菅設計工務 1 級
建築士事務所 510 ー 420 82.3 H28/6/21

～ H28/11/30

問 　総務課 ☎ 43-9010６ 月入札結果
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男 女 共 同 参 画

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、6 月 16 日から 7 月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

まちのうごき
平成 28 年 6 月末現在

人　口 22,755 人（ー 15）

　男　 10,826 人（ー 2）

　女　 11,929 人（ー 13）

世帯数 9,128 戸（－7）
※括弧内は前月比

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

与謝野町役場 
　☎ 43-9000（代表）

総務課
　☎ 43-9010 
防災安全課 
　☎ 43-9011
商工観光課
　☎ 43-9012
会計室
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015

加悦庁舎 
　☎ 43-9001（代表）

税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
CATV センター
　☎ 43-9028
野田川庁舎
　☎ 43-9002（代表）

住民環境課
　☎ 43-9030
上下水道課
　☎ 43-9031

訂正とお詫び

『広報よさの 7 月号』 
(No.125) において内容
に誤りがありました。
以下のとおり訂正して
お詫びいたします。
■ P10
加悦谷高校生徒会
副会長　杉本朱理さん

訂正とお詫び

７月 25 日発行、広報よさのお知らせ版の記事において問い合わせ先の電話番号に
誤りがありました。以下のとおり訂正してお詫びいたします。
■ P3『「オカリナ教室」「絵手紙教室」受講生の募集』
　【誤】　加悦地域公民館（☎４３－０５３５）
　↓
　【正】　加悦地域公民館（☎４３－０３３５）

問　商工観光課 ☎ 43-9012

地域おこし協力隊通信⑫

こ
ん
に
ち
は
、
与
謝
野
町
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
第
１
号
の

原
田
美
帆
で
す
。
待
ち
わ
び
た

夏
野
菜
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま

し
た
！
赤
・
黄
・
緑
・
白
・
橙
・

紫
…
毎
日
の
食
卓
は
色
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。

与
謝
野
の
お
野
菜
は
味
が
濃

く
て
み
ず
み
ず
し
く
、
甘
み
も

旨
味
も
詰
ま
っ
て
い
て
、
ひ
と

く
ち
か
じ
る
た
び
に
太
陽
と
土

の
恵
み
が
口
の
中
に
広
が
り
ま

す
。
こ
の
町
に
生
ま
れ
育
っ
た

方
に
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
も
、

私
や
私
の
家
族
、
友
人
に
と
っ

て
は
ビ
ッ
ク
リ
す
る
ほ
ど
美
味

し
い
お
野
菜
。
こ
の
コ
ラ
ム
で

も
毎
回
《
食
》
に
つ
い
て
触
れ

て
い
ま
す
が
、「
お
い
し
い
与

謝
野
」
で
暮
ら
す
幸
せ
を
、
ど

ん
ど
ん
町
内
外
に
発
信
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
先
月
で
巡
回
展
示
を

終
え
た
「
第
26
回
全
国
椿
サ

ミ
ッ
ト
与
謝
野
大
会
記
念
事
業

　

椿
が
つ
な
ぐ
千
人
さ
き
お

り
」
の
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
作
り
が

始
ま
り
ま
し
た
。
１
枚
の
裂
き

織
り
は
約
30
セ
ン
チ
×
70
セ
ン

チ
程
度
の
大
き
さ
、
こ
れ
に
接

着
芯
を
つ
け
て
、
裏
地
と
合
わ

せ
て
縫
い
、
持
ち
手
を
つ
け
て

完
成
。
そ
の
数
50
枚
以
上
!!
は

や
く
椿
の
輪
を
つ
な
げ
た
い
と

焦
り
つ
つ
、
そ
の
道
の
り
は
遥

か
遠
く
、
お
手
伝
い
し
て
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。
お
裁
縫
の
得
意
な
方
、

興
味
の
あ
る
方
、
町
の
図
書
館

に
寄
贈
す
る
貸
し
出
し
バ
ッ
グ

づ
く
り
に
ご
協
力
い
た
だ
け
ま

せ
ん
か
？

椿
が
つ
な
ぐ
千
人
さ
き
お

り
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
製
作
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■
内
容

▽
裂
き
織
り
の
ト
ー
ト
バ
ッ
グ

縫
製
を
お
願
い
し
ま
す
。
ご
自

宅
に
生
地
一
式
と
縫
い
方
の
説

明
書
を
お
持
ち
し
ま
す
。
直
線

縫
い
だ
け
の
シ
ン
プ
ル
な
カ
バ

ン
で
す
。
縫
製
の
仕
上
が
り
期

間
は
10
月
31
日(

月)

を
予
定

し
て
い
ま
す
。

■
条
件

▽
ミ
シ
ン
を
お
持
ち
の
方
。

※
引
き
受
け
て
い
た
だ
く
枚
数

は
１
枚
か
ら
で
構
い
ま
せ
ん
。

■
募
集
期
間

▽
８
月
31
日(

水)

ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
商
工
観
光
課☎

４
３
・９
０
１
２

 (

担
当　
原
田
）

ツバキエリア担当　原田美帆隊員

裂き織りバッグ第 1 号

「ゆるキャラグランプリ (R) 2016」にエントリーしてます！

与謝野町マスコットキャラクター　まめっこまいちゃん

投票受付中、皆様のご声援をお願いします。
◆投票期間
　　平成28年７月22日(金)～10月24日(月)
◆ゆるキャラ(R)グランプリ2016投票ページ
　　http://www.yurugp.jp/vote/

まめっこまいちゃん／基本ポーズ
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固
定
資
産
評
価

審
査
委
員

７
月
１
日
付
け
で
土つ
ち
だ田

清き
よ
し司

さ
ん
（
後
野
）
と
中な
か
む
ら村

あ
ゆ
み
さ
ん
（
三
河
内
）
が

与
謝
野
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
は
、
固
定
資
産
の
価
格
に

対
す
る
納
税
者
の
不
服
を
審

査
す
る
た
め
に
専
門
的
、
中

立
的
な
第
三
者
機
関
と
し
て

設
置
さ
れ
、
６
名
の
委
員
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
任
期
は
３
年
で
す
。

教
育
委
員

　

７
月
１
日
付
け
で
佐さ

さ

き
々
木

和か
ず
よ代
さ
ん
（
明
石
）
が
与
謝

野
町
教
育
委
員
会
委
員
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

与
謝
野
町
教
育
委
員
会

は
、
教
育
長
を
含
め
５
名
で

構
成
さ
れ
、
学
校
の
管
理
運

営
の
指
導
助
言
、
命
令
監
督

な
ど
を
行
う
ほ
か
、
生
涯
学

習
、
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
等
の
幅
広
い
施
策
を
展
開

し
て
お
り
、
委
員
の
任
期
は

４
年
で
す
。

土田清司委員中村あゆみ委員

佐々木和代委員

行政委員が委嘱されました！
固定資産評価審査委員・教育委員 総務課 ☎ 43-9010問

経済産業省大臣表彰を受賞！
協同組合加悦谷ショッピングセンター 商工観光課 ☎ 43-9012問

谷口忠弘理事長

平
成
28
年
７
月
20
日（
水
）

に
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
「
協
同
組
合 

全

国
協
同
店
舗
連
盟
組
織
結
成

50
周
年
記
念
大
会
」
に
お

い
て
、
協
同
組
合
加
悦
谷

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が

経
済
産
業
省
大
臣
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
表
彰
は
、
永
年
地

元
に
密
着
さ
れ
た
店
舗
運

営
、
地
元
へ
の
多
大
な
貢
献

が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で

す
。



【
企
画
財
政
課
】

「
ど
こ
で
も
町
長
室
」
の
開
催
に
つ
い
て

　
住
民
の
方
と
意
見
交
換
等
交
流
の
場

と
し
、
町
政
や
ま
ち
づ
く
り
等
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
ど
こ
で

も
町
長
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

内
容　

ど
こ
で
も
町
長
室
を
ラ
ン
チ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
形
式
と
し
、
き
た
ん
の

な
い
意
見
を
皆
さ
ま
か
ら
聞
く
場
と
し

ま
す
。

日
時　
８
月
31
日
（
水
）
正
午
～
午
後

１
時
30
分

場
所　
与
謝
野
町
観
光
協
会 

花
皆
憧
喫
茶
室

テ
ー
マ　
町
政
全
般
に
つ
い
て

参
加
方
法　
毎
月
「
広
報
よ
さ
の
」
に
、

開
催
場
所
、
テ
ー
マ
を
掲
載
し
ま
す
。

テ
ー
マ
に
興
味
、
意
見
を
持
っ
て
い
る

方
、
団
体
の
方
で
参
加
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
企
画
財
政
課
ま
で
電
話
ま
た
は

メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象　
原
則
町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

す
る
方
で
構
成
さ
れ
た
団
体
・
個
人　

お
お
む
ね
10
名
前
後　
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
先
着
順
。

参
加
費　
無
料　
※
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
た
め
弁
当
の
持
参
を
お
願
い
し

ま
す
。

そ
の
他　
要
望
陳
情
の
場
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

申 

８
月
25
日
（
木
）
午
後
５
時
ま
で

に
企
画
財
政
課
☎
４
３・
９
０
１
５
へ
。 

kikakuzaisei@tow
n.yosano.lg.jp

「
女
性
相
談
」
を
実
施
し
ま
す

　
家
庭
内
の
問
題
（
夫
婦
、親
子
、結
婚
、

離
婚
、
扶
養
、
子
育
て
）、
夫
や
恋
人

か
ら
の
暴
力
、
職
場
内
の
問
題
（
セ
ク

ハ
ラ・パ
ワ
ハ
ラ
）、人
間
関
係
（
近
所・

友
人
）
な
ど
、
女
性
が
抱
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
し
ん
ど
さ
や
悩
み
を
、
女
性
の
相

談
員
が
お
聞
き
し
、
一
緒
に
考
え
て
問

題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

日
時　
９
月
２
日
（
金
）
午
後
１
時
～

４
時　
※
当
日
申
し
込
み
も
で
き
ま
す

が
、
前
日
ま
で
の
予
約
が
０
件
の
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

会
場　
知
遊
館

相
談
方
法　
１
人
50
分
程
度
、
要
予
約

（
定
員
３
名
）

相
談
員　
女
性
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー

問　
企
画
財
政
課
☎
４
３・９
０
１
５

【
商
工
観
光
課
】

労
働
ト
ラ
ブ
ル
解
決
制
度
の
ご

案
内

　
解
雇
、
雇
止
め
な
ど
、
労
働
者
個
人

と
事
業
主
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
、
公
平

･

中
立
の
立
場
の
あ
っ
せ
ん
員
が
あ
っ

せ
ん
（
話
し
合
い
）
で
円
満
に
解
決
し

ま
す
。

　
手
続
き
は
簡
単
、
無
料
！
秘
密
厳
守

で
、
迅
速
な
解
決
を
目
指
し
ま
す
。

　
労
使
ど
ち
ら
か
ら
で
も
利
用
で
き
ま

す
。
福
知
山
で
の
あ
っ
せ
ん
開
催
も
可

能
で
す
。

問　

京
都
府
労
働
委
員
会
☎

０
７
５・４
１
４・５
７
３
３

【
福
祉
課
】

ひ
き
こ
も
り
出
張
相
談
開
始

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
は
京
都

府
ひ
き
こ
も
り
訪
問
応
援「
チ
ー
ム
絆
」

事
業
を
受
託
し
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

お
お
む
ね
15
歳
か
ら
40
歳
ま
で
の
ひ
き

こ
も
り
の
方
の
ご
家
族
や
ご
本
人
、
ま

た
は
関
係
者
か
ら
の
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
訪
問
に
よ
る
支
援

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
与
謝
野
町
で
は
左
記
の
日
程
で
出
張

相
談
事
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。（
無
料
）

出
張
相
談
日　
毎
月
第
３
金
曜
日　
午

前
10
時
～
午
後
３
時
ま
で

・
８
月
19
日
（
金
）
加
悦
庁
舎　

・
９
月
16
日
（
金
）
野
田
川
庁
舎　
　

・
10
月
21
日
（
金
）
岩
滝
本
庁
舎　

相
談
専
用
電
話

☎
０
９
０・７
３
６
３・８
５
３
０
（
通

話
料
は
利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。）

そ
の
他　
出
張
相
談
日
以
外
も
、
上
記

電
話
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
来
所
に
よ

る
ご
相
談
も
可
能
で
す
。

　
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
☎
０
７
７
３・２
１・５
８
３
１

福
祉
・
介
護
職
　
短
期
離
職
者

訓
練
開
講
説
明
会
！

開
催
日
・
時
間

・
８
月
18
日(

木)　
午
前
10
時
～
11
時

・
８
月
25
日(

木)　
午
後
２
時
～
３
時

会
場　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宮
津

内
容　
福
祉
・
介
護
の
資
格
取
得
や
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
福
祉
事
業
所
へ

の
再
就
職
を
目
的
と
し
た
福
祉
即
戦
力

人
材
養
成
科(

離
職
者
訓
練)(

10
月
開

講)

の
概
要
に
つ
い
て
の
説
明
会
で
す
。

講
習
内
容　
福
祉
・
介
護
事
業
所
の
即

戦
力
と
な
る
人
材
を
養
成
す
る
た
め
、

初
任
者
研
修
資
格
取
得
や
福
祉
事
業
所

で
の
実
習
・
介
護
福
祉
士
受
験
に
必
要

な
地
域
研
修
な
ど
を
５
ヵ
月
間
受
講

対
象　
離
職
し
た
方

費
用　
無
料(

説
明
会)

申　
不
要

問　

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

　

福
祉
人
材
コ
ー
ナ
ー
☎

０
７
７
３・２
２・３
８
７
８

与
謝
野
町
地
域
サ
ロ
ン
立
ち
上

げ
の
補
助
に
つ
い
て

　
与
謝
野
町
で
は
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
、
健
康
増
進
、
地
域
住
民
と

の
交
流
な
ど
、
様
々
な
活
動
に
寄
与
す

る
サ
ロ
ン
の
立
ち
上
げ
に
対
し
、
予
算

の
範
囲
内
で
補
助
を
行
い
ま
す
。
い
く

つ
か
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
興
味

と
や
る
気
の
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

補
助
金
名　
与
謝
野
町
地
域
サ
ロ
ン
事

業
補
助
金

補
助
対
象　
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

り
、
健
康
増
進
、
地
域
住
民
と
の
交
流

な
ど
、
様
々
な
活
動
に
寄
与
す
る
地
域

サ
ロ
ン
の
立
ち
上
げ

補
助
金
額　

（
１
）
地
域
サ
ロ
ン
を
初
め
て
開
設
し

た
年
度　
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２

以
内
（
上
限
30
万
円
）　

（
２
）
地
域
サ
ロ
ン
を
初
め
て
開
設
し

た
年
度
の
翌
年
度　
補
助
対
象
経
費
の

２
分
の
１
以
内
（
上
限
20
万
円
）

問　
福
祉
課
☎
４
３・９
０
２
１

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
開
催
に

つ
い
て
（
基
礎
課
程
）

対
象　
宮
津
市
・
与
謝
郡
に
在
住
ま
た

は
在
勤
の
18
歳
以
上
の
方
で
、
入
門
課

程
修
了
の
方
ま
た
は
同
程
度
の
方

会
場　
宮
津
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

日
時　
９
月
10
日
～
12
月
17
日（
全
13
回
）

・
毎
週
土
曜
日　
午
後
１
時
～
４
時
ま

で
（
11
月
５
日
、
12
月
３
日
を
除
く
）

受
講
料　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト

代　
３
２
４
０
円
は
受
講
者
負
担
）

申　
９
月
５
日
（
月
）
ま
で
に
、
福
祉

課
ま
た
は
与
謝
郡
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン

タ
ー
へ
。

※
締
切
日
を
過
ぎ
た
場
合
で
も
、
遠
慮

な
く
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
福
祉
課
☎
４
３・９
０
２
１

問

聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
☎
４
６・５
３
９
０

【
保
健
課
】

孫
育
て
・
子
育
て
応
援
団
講
座

の
開
催
に
つ
い
て

　
助
産
師
と
一
緒
に
今
と
昔
の
子
育
て

の
違
い
や
関
わ
り
方
な
ど
を
話
し
合
い
、

パ
パ
マ
マ
・
地
域
の
方
た
ち
の
強
力
な

サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

日
時　
９
月
５
日
（
月
）　
午
後
１
時

～
４
時

会
場　
ス
タ
ジ
オ
「
き
」
男
山
２
６
５

対
象　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
地
域
で

子
育
て
中
の
方
に
関
わ
る
方
な
ど

定
員　
10
組
（
要
予
約
）

参
加
費　
１
０
０
０
円

主
催　
（
公
社
）
京
都
府
助
産
師
会

申　

京
都
府
助
産
師
会
丹
後
支

部
支
部
長　

み
き
助
産
院
（
☎

０
７
７
３・７
７・７
１
５
３
）
ま
で
お

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
農
林
課
】

京
都
府
丹
後
農
業
研
究
所
「
施

設
公
開
」
に
つ
い
て

施
設
や
日
頃
の
仕
事
内
容
、
研
究
成

果
を
広
く
府
民
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た

だ
き
、
ご
意
見
や
ご
要
望
も
頂
戴
し
な

が
ら
業
務
運
営
に
生
か
し
て
い
く
た
め
、

「
施
設
公
開
」
を
実
施
し
ま
す
。

当
日
は
「
ほ
場
案
内
」
の
ほ
か
「
相

談
コ
ー
ナ
ー
」「
ミ
ニ
教
室
」「
子
ど

も
た
ち
向
け
夏
休
み
宿
題
応
援
コ
ー

ナ
ー
」「
各
種
展
示
コ
ー
ナ
ー
」「
食
べ

物
販
売
と
試
食
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
催
し
を
行
い
ま
す
。

日
時　
８
月
23
日
（
火
）
午
前
９
時
30

分
～
正
午

会
場　
京
都
府
農
林
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

丹
後
農
業
研
究
所

内
容

①
ほ
場
の
案
内

　
所
内
の
試
験
ほ
場
を
職
員
が
説
明
し

な
が
ら
案
内
し
ま
す
。

②
「
果
樹
」「
野
菜
」「
水
稲
・
豆
類
」

の
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
家
庭
果
樹
や
野
菜
等
、
育
て
る
た
め

に
必
要
な
肥
料
・
病
害
虫
防
除
等
の
方

法
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

③
ミ
ニ
教
室

　
サ
ル
の
被
害
対
策
や
ブ
ド
ウ
の
新
品

種
、
水
稲
栽
培
と
情
報
通
信
技
術
に
つ

い
て
講
義
を
行
い
ま
す
。

④
子
ど
も
た
ち
向
け
夏
休
み
宿
題
応
援

コ
ー
ナ
ー

　
田
ん
ぼ
や
畑
の
土
に
い
る
小
さ
な
生

き
物
を
見
て
み
よ
う
！

問　

京
都
府
農
林
水
産
技
術
セ

ン
タ
ー　

丹
後
農
業
研
究
所
☎

６
５・２
４
０
１

【
住
民
環
境
課
】

野
焼
き
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す

　
最
近
、
野
外
で
焼
却
が
行
わ
れ
「
窓

が
開
け
ら
れ
な
い
」、「
洗
濯
物
に
臭
い

が
つ
い
て
困
る
」
と
い
っ
た
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
軽
微
な
枯
葉
や
枯
草
の
た
き
火
等
を

除
き
、
ご
み
を
焼
却
し
た
り
、
基
準
に

合
わ
な
い
焼
却
炉
で
燃
や
す
こ
と
は
法

律
で
禁
止
さ
れ
、
こ
れ
に
違
反
す
る
と

「
５
年
以
下
の
懲
役
か
１
０
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
ま
た
は
こ
れ
ら
を
併
科
す

る
」
と
厳
し
く
、
即
刻
、
取
り
締
り
の

対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
野
焼
き
は
火
災
の
原
因
に
な

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
草
木
な

ど
は
燃
え
る
ご
み
に
出
す
か
、
直
接
最

終
処
分
場
に
持
ち
込
む
な
ど
、
安
全
な

方
法
で
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
社
会
教
育
課
】

図
書
貸
出
事
務
員
（
臨
時
職
員
）

の
募
集
に
つ
い
て　

　
与
謝
野
町
立
図
書
館
加
悦
分
室
の
図

書
貸
出
事
務
員
（
臨
時
職
員
）
を
募
集

し
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

採
用
条
件
・
人
数　
与
謝
野
町
内
在
住

者
、
心
身
と
も
に
健
康
な
方
、
若
干
名

業
務
内
容　
与
謝
野
町
立
図
書
館
（
加

悦
分
室
）
の
図
書
貸
出
事
務
員
と
し
て
、

図
書
の
貸
出
業
務
に
関
す
る
作
業
（
パ

ソ
コ
ン
操
作
あ
り
）

勤
務
日　
毎
週
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日

の
午
前
ま
た
は
午
後　
特
別
に
、
他
の

勤
務
日
を
指
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

賃
金
額　
時
間
当
た
り
８
３
５
円

雇
用
期
間　
平
成
28
年
10
月
１
日
～
平

成
29
年
３
月
31
日
ま
で

※
契
約
の
更
新
は
、
勤
務
成
績
・
勤
務

態
度
・
能
力
等
に
よ
り
判
断
し
ま
す
。

申
込
期
限　
８
月
31
日
（
水
）
午
後
５

時
ま
で

申　
図
書
館
本
館
（
岩
滝
）
お
よ
び
加

悦
分
室
・
野
田
川
分
室

※
申
し
込
み
用
紙
を
お
渡
し
し
ま
す
の

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　
図
書
館
本
館
☎
４
６・２
４
５
１

文
化
財
保
護
に
関
す
る
巡
回
よ

ろ
ず
相
談
会
の
ご
案
内

建
造
物
・
美
術
工
芸
品
・
伝
統
芸
能

の
道
具
な
ど
の
修
理
や
防
災
施
設
・
収

蔵
庫
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
の
無
料
相

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　
９
月
７
日
（
水
）
午
後
１
時
～

４
時

会
場　

京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館

２
階
研
修
室

主
催　
京
都
文
化
財
団

問　

京
都
文
化
財
団
☎

０
７
５・２
１
３・３
６
６
０

与
謝
野
町
文
化
祭
の
参
加
申
し
込
み

与
謝
野
町
文
化
協
会
で
は
「
平
成
28

年
度
与
謝
野
町
文
化
祭
」
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

文
化
祭
期
日　

【
ス
テ
ー
ジ
部
門
】

10
月
30
日(

日)
場
所　
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る

【
展
示
部
門
】

10
月
29
日(
土)

・
30
日(

日)　

場
所　
野
田
川
体
育
館

申　
参
加
希
望
者
は
、
加
悦
地
域
公
民

館
、
中
央
公
民
館
、
知
遊
館
に
置
い
て

あ
る
実
施
要
項
を
入
手
い
た
だ
き
、
８

月
24
日(

水)

ま
で
に
参
加
申
込
書
を

上
記
い
ず
れ
か
の
公
民
館
ま
で
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

【
税
務
課
・
保
健
課
・
福
祉
課
】

「
今
月
の
納
期
」
の
お
知
ら
せ

８
月
31
日
（
水
）
は
、町
府
民
税
（
第

２
期
）・国
民
健
康
保
険
税
（
第
３
期
）・

介
護
保
険
料（
第
３
期
）の
納
期
限
で
す
。

８
月
20
日
頃
ま
で
に
国
民
健
康
保
険

税
お
よ
び
介
護
保
険
料
に
係
る
納
付
書

を
発
送
し
ま
す
。（
町
府
民
税
の
納
付

書
は
す
で
に
発
送
し
て
お
り
ま
す
。）

納
期
を
過
ぎ
ま
す
と
督
促
状
が
送
付

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
期

限
ま
で
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。　

※
納
税
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

「
海
上
保
安
学
校
・
海
上
保
安
大

学
校
」
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

詳
し
く
は
宮
津
海
上
保
安
署
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
☎

２
２・０
１
１
８

申

申 問

問

問

問

問 問

申

申

申

申

申

問
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よさのむすび人

与謝野町に来た当初は、いろいろ戸惑いがあったといいま
す。そんな中谷さんが、よさのむすび人として移住希望

者に伝えたいことは「自分の考えをしっかり持ち、地域住民の
意見に耳を傾け、自分から歩み寄ることの大切さ」だといいます。

現在、中谷さんの活動拠点である与謝小学校区は、７月 22
日に「京都府移住の促進のための空家及び耕作放棄地等活用条
例」における「移住促進特別区域」として指定を受けた地域で
もあり、今後地域の担い手となる人材の受け入れに積極的に
取り組まれる地域です。そのため移住希望者を受け入れる際の
キーマンとして期待される存在です。

職　移住を知る農業者（Ｉターン）

中谷　忠史 さん
●なかたに　ただし
有限会社 あっぷるふぁーむ
大阪府寝屋川市出身、13年前に与謝野町に移
り住む。現在、与謝野町滝区に在住。

与謝野町へ移住を希望される方の悩みを側面的にサポートする制度については、７月号で
案内しました。８月号では、「よさのむすび人」のうちの居・職・住の「職」の相談を担当
していただいているＩターン者の中谷忠史さんとＵターン者の柴田祐史さんを紹介します。

家業 の 織 物 業 を 継 ぐ た め に、 与 謝 野 町 に Ｕ タ ー ン
し た 柴 田 さ ん。 現 在 は、 丹 後 ち り め ん・ 織 物 産

業 活 性 化 に 向 け て「 丹 後 産 の 糸 」 に こ だ わ り、 養 蚕 事
業 に も 力 を 注 い で い ま す。 柴 田 さ ん は「 織 物 業 に 従
事 し て い る が、 養 蚕 の こ と は 知 ら な い こ と が 多 か っ
た。だからこそ一からやってみようと思った」といいます。 
　よさのむすび人として「新たなことに挑戦することは何でも
不安。でも自分を信じて価値あるものを作っていくことで、可
能性が広がり気持ちも伝わる。移住でも『自分を信じて一歩を
踏み出す』ことが大切で、その助けになれば」といいます。

柴田　祐史 さん
●しばた　ゆうじ
柴田織物 
家業を継ぐため与謝野町にＵターンし、織物業
に従事する。現在、与謝野町三河内区に在住。

農

織
伝統からの新たな試み（Ｕターン）　職


